
1　事業実施の予定

2　事業実施の予定に関する事項

　（1）特定非営利活動に係る事業

事　業　名 事　業　内　容
実施
日時

実施
場所

従事者の
人数

支出額
（単位：円）

高齢者・障害者・児童の
デイサービス事業
(障害者自立支援法・自主事業）

高齢者・障害者・児童の
レスパイトケア事業
(自主事業）

高齢者・障害者・児童の
ショートステイ事業
（自主事業）

随時 Kの家

高齢者・障害者のケアホー
ム・グループホーム事業
（自主事業）

随時 ぱれっと

地域支援推進事業

余暇事業

子供の健全育成事業

ぱれっと「知の会」 年２回 ぱれっと

移送事業
高齢者・障害者・児童の
移送（送迎）サービス事
業

随時 十和田市 9

相談事業
高齢者・障害者・児童・
家族・関係者の相談

随時 Kの家 1

令和5年度事業計画書

令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

　　　　　　おいらせサポートハウス　Ｋの家

17

随時 Kの家

17

68,530,000

生活支援事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人

チャレンジ教室の開催 年６回 Kの家

令和５年度も、Kの家の｢生活介護事業｣及び｢放課後等デイサービス事業｣、ぱれっとの｢共同生
活援助事業｣の３つのサービスを中心事業として行う。
「放課後等デイサービス事業」が利用者数減少となる中、昨年度はこれまでとは異なる時間帯

等の利用希望が多く寄せられた。現在行っている「日中一時支援事業」の拡充を進めつつ、より
一層ご家族や利用者様のご希望に寄り添ったサービスを展開し、法人として更なる事業拡充を進
めていきたい。
令和5年度を迎えるにあたり、新型コロナが5類に移行することとなった。社会活動等の再開が

活発となる中、Kの家及びぱれっとにおいても、ご家族や地域の方々との様々な交流活動等を計
画し、地域に根ざした開かれた事業運営を進めていきたい。そして、引き続き利用者の皆様の支
援・活動内容の充実に力を入れるとともに、より安心・安全・快適なサービス提供のため、環
境・施設整備等も推進していく。従業員に対しては、各種研修受講や資格取得等による知識の習
得やスキルアップを図り、人材育成・サービス向上に努める。新卒採用者の育成や働きやすい職
場づくりにも引き続き力を入れ、有望な人材の募集・採用にも取り組んでいく。
地域では、ゴミ拾いや資源回収等の活動に継続して取り組み、地域イベントへの参加、地域周

辺環境等やKの家のぶどう畑を活用した屋外での支援・活動等も行っていく。また、事業運営に
おいては、新築移転後の必要経費の増加や物価高騰等の経済状況の変化に対して収支の改善を図
り、引き続き法人全体での安定した経営に尽力していく。


